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　　　　　　　 第 1 章　緒　　醤

　新 生 児期 は 寄生的 な子宮内生 活 か ら独立 した 子宮外 生

活 へ の 移行期 と考えられる．こ の 時期 に は 新 しい 環境 に

適合す る た め に児 の 身体諸機能 に著 しい 変化が起 る．所

謂新生児黄疸 もそ の 各種変化 の 現われ の
一

っ と考え られ

る．

　新生児黄疸 は生 理的黄疸 と病的黄疸 の 二 っ に大別 され

るが，前者は 生 理的な も の で 大 多 数 の 新 生 児 に
一

過性 に

発現 し ， 児の 生活機能 に は大 した 影響を及 ぼ さ ない ．後

者 は頻度は稀であ る が予後重篤 な疾患で，近時新 生児溶

血 性疾患との 関連で特 に 注 目 され て い る．

　新生 児生 理 的黄疸 の 成因 は 古来各方面か ら研究され ，

機械的成因学説 ， 肝臓学説 ， 」血液学説，血液肝臓学説等

数多 くの 学説が あり，請家 に よっ て 種女 論議 さ れ て い る

が 今 日 尚確 定的 な結論 に達 して い な い ．

　HalbrechtL）
は．生 理的なもの と重症の もの との 間に

は程度の 差 が あ る だ けで 本質的な差異は な い と し ， 溶 血

機転に の み そ の 原因 を求 め て い るが，血 球崩 壊産物 の 処

理 機転に就 い て も深 く考察 ざれ て然る べ き だ と 思 わ れ

る．そ の 意味 か ら も新生 児黄疸 に 対す る肝 の 関与 が注 目

され る が，採 血 ・採尿 が 比 較的困難 な た め か
， 出生 直後

か らの 逐 日 的 な肝機能 に 関す る報告 は 乏 しい よ う で あ

る．私 は 肝 の 胆汁代謝面 か ら血 清ビ リル ビ ン を，蛋 白代

謝面 か ら血 清蛋白を夫 k 追求 す る こ と に よつ て
，

新 生 児

肝機能の
一

端 を推知 し得 るの では な い か と考えて い る．

　尚，産科領域で｝よユ血液型不適合，殊 に Rh，　 ABO 式

血 液型 不 適合 に よる新 生 児溶 血 性疾患 や 習慣性流早産 の

問題 が 新 た に 脚光を浴 び て き た，胎児及 び 新生 児溶 1血性

疾患で
一一’

旦高度 の 黄疸 が 発 生 す る と．核黄疸 の 予 防 や 治

療 は容易でな い の で高度 の黄疸 や 浮腫等の 臨 床 症 状 が発

現す る前に先ずそ の 発生 を 予知して ， 出生後直ち に交換

輸 血 を開始 し な けれ ば な ら な い ．然 る に
， 従来 新 生 児溶

血 性疾患の 診断上 重要視さ れ て き た母血 中 の抗体価 の み

では乏 の 発症 を予測 し得 ない 亊が Allen2〕

，
　Diamond2 ｝，

Waters3 ），　Pew4 冫
，
　Feldman5｝，　 Wiles）

等 に よつ て指摘 ざ

れ，蛛 に Allen2〕，　Waters2｝ 等 は クーム ス 試験が陽性で

ある事は ， 本症 の 診断を下し得 て も交換輸血 の適応 とは

な らな い 事 を強調 し，交換輸血 を 行 うべ き適応 の判定 に

苦しむ よ うに な っ た．Allenn〕，　Hsia7｝

等 は 臍帯血 ビ リ

ル ビ ン 値 を ，　MollisonB） は 臍帯JftLヘ モ グ ロ ビ ン 値 を 併

せ 考 え て交換輸血の 適応とす る と報告 して い る．

　私 ぱ以 上 の 見地 か ら，新生 児 に 就い て 黄疸 と臨床的諸

事項 との関連を観祭 し ， 新生 児血清 ビ リル ビ ン 値及び全

．血ヘ モ グ ロ ビ ン 値 の 推移状態 を分光光度 計を用い て追求

し，更に 濾紙電気 泳動法で iilr．清蛋 自 の 変動状態 を 分析 し

て，そ れ らの 値の 生 理 的範囲 の 解 明 を試 み，併せ て 新生

児黄疸 の原因 に就い て着干 の 考察 を加 えた の で そ の 成績

を報告す る．

　　　　 第 2 章　実験材料及び実験方法

　 熊本大学医学部産婦人科学教室 に入 院分 娩 した新生 尼

2S5例 に 就 き ， 母 及び児 の ABO 式血液型 を検査 し，

一

般臨床的観察 の 他 ，殊 に 肉眼的 に黄疸度 を観察 し，更 に

臍帯画1及び新生 児股静脈1虹を 採取 し て 痴 清 ビ リル ヒ ン

値，全 血 ヘ モ グ ロ ビ ン 値 ，
血 清総蛋 白濃．度，．血清蛋白 の

分 画等の 測定 を行っ た．

　 第 ユ節 ：黄疸 の表現法

　 Al］en は黄疸 観察 に は 光源 を
一

定 にす る 事 を強調 して

い るの で ， 私は昼 光用蛍光炉 を光源と して 常用 し， 原則

と し て沐浴後 ， 哺乳直前 の 空腹時 に観察 した．黄疸 の 程

度 の 表現は，秋山
9）

，Porak の 分類 に準 じて ，第 1表 に 示
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す如 く （一）よ り （冊）迄 の 五 階梯 に 分類 し，更に 平均

値 を出す の に 便利 な よ う1こ そ れ 差数字 で 表現 し た．

　 第 2節 ：ABO 式血液型 の 検査

　 熊本 市 化学及噸青療法研究所製 の ABO 式」血液型 判定

用 血 清 を用 い て
， 母児共 に末 梢血 で 検査 した．

　 第 3 節 ：血 液 の 採取

　 臍帯 lllは 分 娩後直ち に臍帯を切断 し，臍帯動静脈血を

試験管 に 受 け て 採 取 した．新 生 児 血 は 沐浴後，哺乳直前

の 空腹時に 左右鼠蹊靭帯直下で搏動を触れ ，
こ れを圄標

として乾熱滅菌 した 注射器で股静脈穿刺を行ヤ・， ユ．0〜

　工．5CCの．血液 を得 た ．　血 液 の 凝固後 ，　血餅を管 壁 か ら

は が し， 溶血 を起 さ な い よ うに 注意 して 3000回 転10 分 間

遠沈 し血清を得た．叉，全 血 ヘ モ グ ロ ビ ン 測定の 際 の 末

梢血 は 踵部に小刺創を加え て ザーリー・ピペ ッ トで採取

し たn 尚 ， 分娩当 口は臍帯血 ， 生後 1〜10時間の 股静脈

血 及 び末梢血 を採取 し，
そ の 後は可及的逐 日的に 生後 8

日迄 ，
そ れ 以 後 は 必 要 に 応 じて 任意 に 採 血 し た ．

　第 喋節 ：並［清ビ リル ビ ン の定量

　 MallGy＆ Evelyn 法
1°）

を用 い Hsiauv に準 じて 行っ

た．即 ち被 検 血 清 を臍 帯 血 の 場合 は 10倍 に 新 生 児 血 の 場

合 は 20〜30倍 に 稀釈し ， そ の 2．Occを 4 本 の 試験管 に 分

注 し，そ の 2 本 に DiaZQ 試薬 を 0．5cc宛，他 の 2 本に

Diazo 盲検試薬 （L5 ％HC1 溶液） を 0．5ccづ っ 加え，

Diazo 試薬 ，
　 Dlazo 盲検試薬を加 えた も の を 夫 々 1組

と し，総 ビ リル ビ ン 値 （以下総 ビ 値と．略す）測定 に は 夫

々 に 純 メ タ ノ ール 2．5CCを加え ， 直接 ビ リル ビ ン値 （以

下直ビ 値 と略す）測定 に は蒸留水を 2．5cc宛加え，30分後

に Diazo盲検試薬を加えた 血 清 を盲検 と して 島津製光電

分光光度計 QR −50型 を用 い て 波長 540mμ で吸 光度 を

測定 した．叉別に ， 結晶 ビ リル ビ ン （第
一

化学発売） を

フ ェ ノ
ー

ル ・ク ロ ロ ホ ル ム 溶液に溶か した 標準液 を用 い

て 標準曲線を作製し て お き，こ れに よ り吸光度 か ら濃度

（皿1細 1） を読 み 取 っ た ．

　第 5節 ：全．血ヘ モ グ ロ ビ ン （以下全血 Hb と略す）の

定量

　 シ ァ ン メ トヘ モ グ ロ ビ ン 法 （MHbCN 法
互2）

）　 を用 い

松原
’3：，沢 田

1の

に 準 じて 行っ た．即 ち赤血 塩0．03％ ・シ ァ

ン カ リO．02％ 水 溶液で血 液 を 250倍 に稀釈 し， 島津製光

電分 光光 度計 QR −50 型 を 用い て 波長 541mμ slit， 0．04

mm，　celi 　1．00cmで 吸 光度 を測定 し ，
こ の 吸光度 に 吸光 比

0．152及び 稀釈倍数 250を乗 じて 算 ILPI した．

　第 6節 ：血 清蛋白の 測 定

　総蛋自濃度 の 測定 は 日立 血 清蛋 自 計 を使用 した．濾紙

電気泳動法 に よ る、「i［［清蛋白の 分 画 は昭 和 32年 日本電気泳

動学会 の 規定 した標準操作法
1δ｝

に よっ た．即ち夏目製作

所製の 小 林
岡

式濾紙電気 泳 動装 置 を使用 し，緩衝液 は ベ

ロ ナ ール ・ベ ロ ナ ール ソ
ーダ 液 （pH　 8．6，μ

＝ 0．05），濾糸氏

は東洋濾紙No ．51，12．5× 26c皿を 用い ，血 清は 毛細管 ピ

ベ ッ トに よ り各人 0．02ccを添付 した．泳動条件 と して電

流 は 0．5皿 A ！cm に
一

定 し，泳動時 間 は 4 〜 5 時間で ア ル

ブ ミ ン の 泳 動 距 離 が 6 〜7C 醂 こ なつ た 際 に 泳 動 を停 止 し

た ，泳動後 は 濾紙 を保持枠 に っ け た ま 》 乾燥器 内に 入 れ

て 乾燥 し （100± 5 ℃，20分 間 ），
Bromphenol 　 blue

（B ．P ．B ．）　染色 を 施 し て か ら 0．5％ 酷酸溶 液 で 脱 色 ，

乾燥後，流動 バ ラ 7t ン で 半 透 明 に し，光電光度計 を用

い て 吸光度 を求 め
，

そ れ に よ り 吸 光度曲線を 描い て 面

積 を測定 し，計算 の ．L各分画値 を得た．

　尚 ． 私 の 実験で得た 数値 を 検討す る 際 の 推計学的 処

JW．1
’）
　
18〕

は す べ て危険率 5 ％とした．

　　　　　　　　第 3 章　実験成績

　第 1節 ：新 生児黄疸の 臨床的観察

　 （1） 発現頻度 （第 2 表）

　 235例を観察 し，発現 しな か つ た も の 8例 ， 発現した

も の 227例で計96。6％ の 発現率 で あっ た． （十 ），（升）

が 大部分で 93．62％ を 占め （冊）は 1 例もみなか っ た．

「B
’
1 表 ： 黄疸 度 の 分 類

第 2 表 ： xe／　e ．児 黄 疸

0（一）黄桓 の発現 きみ な L、もの

1ぐ十 ）瀕 面・胸音阯二軽度の黄染の あ る毛の

2 （＋）細 部よフ四放 に辰、1ζ毛 の

3（惜〉．面
・蹠面に 迄 及δこも の

4（柵　更に 強 度に黄染 するも の

黄痙摂

el−）

1〔＋｝

2−CW3
〔卅｝

4  

計

の 発 現 頻 度

例赦

　 817743

　 7
　 0235

頻 　 蔑　 

　 　 3．40
75，321s
．302
．980
．0096

．60

fOO．OD

第 3 表 ： 新生 児 黄疸 の 発現時期　第 4 表 ： 黄疸度 と 性 別

1　 2　 3　 4 　 5 計　均勝 1

十

廿

　oI
σ

　σ

lr　lgo
　 65　 6

．
3

6　26　’0　 ↑

1772 ．45
σ 42 」4

2　 4　 1　 0　 0

岬 ’2076 　 9　371
．86惜

計
例

σ

o
‘の   伍2．の鰯 召．宇丿rゴ．3）仰

2272．24

弔
756

覯
96
％

96

計
梱

隅

幻

卅

527
什

幻

22
紹

縞
髣

［
44

」

醗
幗

鯏

　

女

計

　 （2）　発現時 期 （第 3 表）

　観察例 235例の す べ て が 生後 1 〜5 日 に 黄疸 が 発現

し
， 出生 当 日及 び 6 口 目以 後 で は 1例 も発現 し な か つ

た．特 に 生 後 2 ［1口 に 52．9％ ，
3 日 国に 33．59％ と大半 が

こ の 2 日 間 に 出現 し た．尚，黄疸 の 斃現迄の 平 均 日数 を

計算す る と，黄疸 度 （十 ）の も の は 2．45日 ， 　（幵）2．14

日，　（卅） 1．S6　ETと黄疸度 が 強 くな る 程 早期 に 黄疸 の 発

現を み た．
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第 5表 ： 黄疸度 と 初 産 ・経 第 6 表 ： 黄 疸 度 と 分 娩持続

　　　　産別　　　　　　　　　　　時 間

1 一 十 什 卅 計 摺 細 ロ　　
ー

　十 什 卅 計
初 刪 390203179 ？7．5
擬 産縟 587234 η695 ．7

〜10　 1
〜20　 38140

η
719951

計 做　8177 紹 7235 ％．6 〜30　 1195126
一40　0123015
〜50　 15f29
57〜　 0461 ア丁

計f例　6 ア67395211

　 （3）　黄痘度 と・卜生別 （第 4 表）

　 235例中
， 黄疸 の 発現例数は 男 121 例 （96．7％），女

ユ14例 （96．5％）で性別 に よる 発現の差を認め な か っ た．

　 （4） 黄疸度と分娩

　母 体 の 初産 ・経 産 の 別 及 び 分 娩持続時間と黄疸度 の

瀾係 を 調べ て み た．第 5表 の 如 く母 体 が 初産 の場合9T．5

％，経産で 95．7％ と僅 か に初産婦 よ りの 分娩児 の 方 が 高

い 発現率 を示 し た が著 差 は な か っ た。 分娩持続時間は

第 6 表 の 如 く6 段1砦に 分 け て 、211人を観祭 した．　黄疸

（
一
）の もの は概 して 分娩持続時間 の 短 い もの に多 く，

〈廾）（卅） は 40時間以 上 の もの に や N 多い 傾向を 示 した

が ，金体 として は 分娩時間の長短に よ る黄疸度 の 著差 は

認め られ なか っ た．

　　　　　　　　　　　　　　　 第 9表 ； ABO 式j血

第 7 表 ： 黄疸 度 と 生 理 的 体重減少 率 　 　 液 型吩 布率

減．・1 一一
十 什 卅 計 鰊 型 i殱 又 ％ 理論、

B％以下
’
列醐 4で4．6冫z2‘跏 1綿2．5｝π 1．π）衂  の A38236 ．238．31

ε％以上倒  2σ，9）ア3鰓2，28％2，4‘3．η縛ア  ．の o2 δ825 ．820．46
計 　 鵬 6〔3、P 呂451卿．359σo，o，5匚26〕〃5卿、砂 B22022 ．021，76

平均，
凵’
少竿醐 5．426 ．25z28 ア．83 ABf マ011 ．0 ヲ．47

オ8表　　黄疸 度 と臍 帯脱 落 日
計 100θ才00．0lo脚θ

〔力日末 レニよる）

係を観察す る と，5 日以内で は （一）（＋）81，2％，（昔）

　（卅）18．8％ で あ っ た が ， 6 日以後で は （一）（十 ）76．0

％． （昔） （柵）24．0％ であ り，黄疸軽度 の もの 程脱落

．が幾分早 くな る よ うな 傾向が みられ る．

　 （7）　黄疸
助

度 とABO 式 血 液型組合 せ

　 加来 ・新村 に よ る と熊本地方 に 於ける ABO 式血 液型

の 分布 （熊大産婦人科外米及 び入院患者1000名 に 就 い

て調査）は ， 第 9表 の 如 く国内分布 とほ 畫 一
致 し て い

る．私 は 母児両者 192組 の ABO 式」苴1液型 を検査 レ，そ

の 母児間血 液型 の 組合 せ を適合群 と不 適合群 に 分 類 し
，

黄疸 の 程度及 び 血清 ビ リル ビ ン 値　（以下血清 ビ値 と略

す）を比較検討 して みた．

　血液型 の 母児組合せ は 第 10表の 如 く 192組の 母児で ，

適合群 は 同型適合 102例 （53。1％ ），異型適合 38例 （19．8

％），計 工40例 （72．9％）で あ り，不適合群 は 52例 （27．1

％）であっ た ．適合群 と不適合群で黄疸度 を 比較 す る

と ， 第11表 の よ うに 両者間 に 殆ん ど差 は み ら れな か っ

た。

第／0表 ： ABO 式 」血

　液 型 の 母 児 組 合 せ 　第 11表 ： 黄疸度 と ABO 式 血液 型

　　　　　　　　　 組合 せ

’
5日bl内，1亅醐 2CZ5）「
6日以後 倒吻 4c3．2）
　 計 　　1  6〔Z9）

十

δ3偲 7♪
9tcrZM

廾 　　 卅

「3r∫6．3）2（Z5）
？7r2f．6）3r2．4）

154億 D40（猷5冫s（2．5）

計
80ご僧．o）
f25trm〕
2D5Clo伊t

　　（5） 黄疸度 と生 理 的体重 減 少率 （第 7 表）

　 体重減少率を 8％ 以 下 と 8％ 以 上 の 2 群 に 分 けて 黄疸

度 を 比較す る と，
8 ％以下の 場合 は （一） （十 ） が 86．4

％ で （什） （卅） が 13．6％ で あ る の に比 し． 8％ 以 上 の

．場合は （
一

）　（十）70．1％ （廾） （柵 ） 29．9％である．

更に 黄疸度 か ら観察す る と， （一）の 際の 平均減少率ぽ

．5．42％，（十 ）6．25％，（昔） 7。28％ ， （卅） τ．83％ で あ

り， 顛 、度 の 増大 に っ れ て生理 的体重減少率が増す．

　　（6）　黄疸度と臍帯脱落 Er （第 8 表）

　 臍帯残部 は 普通分娩後 5 〜τ 日頃に 分 離脱落す る が
，

．，脱落 日 を確認出米 た 205例を生 後 5 日以内に 脱落 した 80
・／例と， 6 日以 後に 脱落 した 125例 に 分 け て黄疸度 との 関

孫 ＼ 一
十 ＋ 　 卅 　 　…寸

適台群 1  4（2、守）lo6例 ）25σz9，3億，つ 剛 御．苣
同麓 i器1　」 樋含 籾〔％｝26θ）3解5ω 9σz4）2〔35）5即伽

糟 ，1 計 例（％｝
ヒ
6〔3．D147億 占34で1z715（2、6）四2偲o．の

型

適

合
小 計 1022

．6
下7，253
．1 矛r2表 ：新荏児血清ビ値（知鞭 ）

過

合

群

後日
例数 総 ビ値 　直 ビ値AB

　BA8

OoAB147

守
8

7，33
．6474

．2o

勝帯 lq21β8士0．24o，4i土o．cア
異

型

麹

合

股繃 4331 σ土σ，71o．乃士 D．｝1
1 6．2仕 o．65

小 計
52 1．08± の 氓

3δ1亨β
呂45 土σ、72

140
247 1．31±o．猷

計 72．93451
磁 3士o、75L64 ± σ」2

44612 ．42土σ，861．72士0．14
54211 ．74±o．7亨 1，76±θ．17

AABBODBABAABAB683417i43．14
，21
．62
．18
．87
．3

641lo 石fま1，01｝．54±σ．15
不

適

合

群

737 δ、36±1、371，42士O，15
8256 ．77士 1，60r．40士引δ

計 5227，1
含 計 1921σ0、0

　 （8） 小括及び考按

　新 生 児黄疸 は 235例 中96．6％ に 発現 し
， 特 に （十）が

大部分で75．32 ％ で あ つ た．発現頻度 に 就い て は藤森
3°）

の 100％， 中村
：1｝

の 98．7％，筒井
22 ）CDgB ％．秋 山

9）
の

9T．3％ ， 久具
23 ）

の 92．87 ％ 等 多 数 の 報告 を み る が新 生 児

の 殆 ん ど大多数 に 発現す る もの と云 え る．夊，性別及び

初産 ・経産の 別 に よ る黄疸 の 発現率 に は殆ん ど差が み ら

れなか っ た．黄疸発現時期 は 全症例が 生 後 1 〜5 日で あ
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460− 24 新 生 児 の 血 清 ビ リ ル ビ ソ
， 全 』Lへ干 グ ロ ビ ン

，
葫L清蛋 自消 長 と 黄疸 日 産 婦話 炯 巷 7 号

り，特 に生 後 2 〜 S 日 で 86．4％ と大半 を 占め，黄疸 発 現

迄 の 平均 日数 は 発現時期 の 早い もの 程黄疸 の 強 い 傾向 が

み られ た が，こ れは筒井
蚓

や／tt具
”3）

の 報告 と ほ 璽
一

致 し

て い る。

　 Schwartz2 ・｛）
，Deluca

，

，　 i　i　1村 2vt
筒井

22 ）

等 ：よ分娩経i過

の 困難な もの に黄疸 が 高度で あ る と してい 乱 ∴ 反対 に

Schultz2s】
，　 Hellmuthz7 ｝，秋 山

9）

，　久具
鋤

鯨 蒙 分娩の 鄭

易 と黄疸 の 発現 に は 関係が な い と述 べ て い る．私の 観察

で ：二11性別や初産 ・経庄別、」よ る黄疸艮 こは殆ん ど差が認

め られ な かっ た．N ，分 娩持続時間 との 関係で も ， 持軌

財 問の 長 い も の に 僅 か 乍ら黄 疸 の 強 い もの が認 め られ た

T
「
｛で ，長短 に よ る 黄疸 度 の 差異 ミ著明で は 广 か っ た．

　 藤森
2ω
，1［i 村

2「｝

， 筒井
2z ）

，久具
23 〕

等 は体重減少率 の 大

きい もの に 黄疸 が 強．度で あ る と報告 して い る が，私 の 成

績でも生 理 的体重減少率が 増加 す る に つ れ 黄 臼度 が 増大

しtt −，

　 LS森
2C ）

，筒井
22 ）

は臍帯脱 落の ？・　”！　；
kS
もの が黄∬ 度 が や

丶 強 い と述 べ て お り，
久 具

劉

等 は こ れ と反 対 1に臍 蒔脱落

ぼ
「
昌期 なもの に黄疸 の 軽 い 傾向を認 め て い る が

， 私の 成

頼で ま莢疸 が 軽度 の もの 程僅 か 乍 ら擠帯脱落が 早 くな る

よ うで あ る が 著差 は 認め ら れ な い ．

　 母児間 ABO 式血液型 組合 せ の 発現頻度 は，私 の 成績
’
で は適合群 72．9％，不適合群 27。1％ で，こ の 不適合率 に

就 い て は Halbrechti）
の 26．5％，白川

2s）27。ed ％，　 Sc・

hwarz ＆ Speiser2“｝28．6％ 等の 報 告 が あ り，木 原
3°）

は 理

論値を26．23 ％ と して い る が，私の 場合 白川の そ れに 大

体
一

致 した．ABO 式適合群 と不 適合群での 黄疸 度に は

殆んど差が み ら れ な か っ た．

　 以 上 の 臨床的諸観祭 に よ り，新 生 児黄疸 よ黄疸 発現時

期 の 早い もの 程強度 な傾向があり，性別や初産
・評産別

分娩持続時間 ， 臍帯脱 落日，ABO 式 血液型 適合
・不適

亭の 別 とは殆んど関係 が な く，体 重減少率 の 少 ノ
、
い 生活

力 良 好 と思 わ れ る 児で黄疸 が 軽度で あ る と考 え ら れ る．

　   2 節 ：新生 児 血 清 ビ 値 の 消長

　　（1）　全新生 児．血清ビ値

　 く
粁 生 児血 清 ビ 量 の 1 均伯 は 第12表 の 如 くで あ て な．

｝rlご3，　寒悪ビ 値 1，」こ臍帯i血で 1■88± 0．24   戸dlで ノ肝る ヵx，　生後

ぐ増 して 4 日 目に最高値 12．42 士 0．86m彗1dlを 示 しそ の 後

漸減 し・た．直 ビ 値は 臍帯血 で0．41± O．07多｛19畑，そ の 後君

ナi して 5 日 目に 最高値 1．T6±   ．17mg！dlを 示 し次第 1一減 少

し，」 ．

　 （2）　正 吊分 娩 に よる 新生
1尸血清 ビ 値

　前述 の 全 新 生 児 よ り，誘導分娩児 ， 骨盤位娩出児，鉗

子 分 娩 児， 帝 丁 切 PP ， 頭 tin．．waノ
， 妊 娠中毒 症産 瓦 ，

未 熟児を除 い
’
：正

艝

分 娩で生 れ 瓦 新生．児の 血 清 ビ値 は第

工3表の 如 くで あ つ た．即 ち臍帯血では 総 ビ値 1．86±   ．32

］IEldl，直 ビ｛tio．40± O．e8nL，i
’dlで

’
）る が ， 急増 し て 総 ビ値

］，t　 4 口 目に ，直 ビ 値は 5 目 目 に 夫 々 最高 とな り以 後 次第

に減少 しk ．尚，こ の 正常分娩 に よ る新聾児 に未熟 レ
ナ

加 え た 新生 児 の 生 下 時 体 重 を，第 14表 の よ うに （D 〜

（V ） と 5群 に 分 け て そ の 各k に 就い て総 ビ値 の 推移を

鯢察 し广 ． （沿
〜 （V）群 で は そ の 消長に著差は 認め

ら れ ず
， 臍帯 血 で L85 〜1．89mgi

’
dlで 以 後 生 後 口歎 の 経 過

第1跛 ： 正 常 分 蜘 一よ る 新 生 児 血 清 ピ値 （  ，dD

窺翻罫
率叫 ゴ

幽
値 苛 ビ 値

1．あ士o．32σ．4σ土 o．朋
o
　瞬 軅　To3 ．05士 1馴 o．73土θ．’7
1　　 205 ．％土o．94lJ5 ±o、13　　　　　．
2　　 16 置．11±ひ，昭 1．17土0．21「
ミ　　 15）　　　　　．一ll、欝 1．θ31．62± σ，15一一
4　 　 1512．17： 1」6163士o、’7．
ら　　 丁3iO41 ユ2了 1．77士 卩．25．−

　　6　 　 砕 9θコ」 2守
「
夘切 ，23

1217四士 1751．？2±o．’7
δ　亅 81 躍 ±z92128　σ・2コ

titi，⊥4 表 二 生 下 U 休 重 別 1船
宀

総 ビ イ直 （ngiU1）

’1一
日黎臍 ギ盗　脂

1　 　 2
　　　　　．
3　［ 4　　う 678

（D 例　　 1 45 　詈 　　　55
24
撫 平均 聯 王1．矧、 冫

6　　　 8．」〃
　　ぴ　 2．o ，

〃 ∫23
、7∫

β．　’土414 ，1」
4．∫272

・
髴

AO．45韭3．秘 6．謬7
‘E ｝　　 厂 31 3 　　 3 2
25 囗ひレ
28 暫一
〔星1⊥｝

2伽 0（
切
．

列

89
　 66
∂

　　　 5．98　　　　　　　θ ヌ1305
　　　上厂．‘4 士　 2　　　− 一．一．　　⊥7　　 6

鸛「
6

蘇：皇幺
「穴 丐

．一
蓐

1z プ‘ 〃．24
士 4、ア3　 3828

齠

　 64．
　47

．32
ヨ

3279 浮均 噺 3 毋‡　8 鷹
1
θ．！σ 〃，跡 ／2

± 1
肇智

81

　　　　　　一
．咢墾躍 。甥 身芬

ど 5 」 」　　　　　　　2
フ蚤湯、
子699

例

平口

」 6

’8
　　ヨ11

ヱ 025 デ7
圭ノ．638

，07 ノ　 尹

ま2　”ヒ3 蹴 尹

ノ20 ∫
土 　 ノ 厂士

’ρ

第踊 脳 5
テ

6・27
r獄 ’z　「 25 　　　7　　 7　　 2　　　 ず1田

［聖 孕均

　　　一
a53 ．プ09525，7

±7、6‘、男翌鯔
　　　　　　　　　　　　　　．
，
1
多［79

° デ52z40i6 ・2∫

に 従 っ て ゴ
’
加 し，4 日 目に 最高に 逢 しそ の 後漸減 して Bl

日 目　こ 6矗21 ・^7，32mg〆UIと な っ た ．　窰君7 　1こ　（T ）　群 ，　Eミ卩う．

2499gr以 下 の 1・i！児で は 瞬帯血 で夙 に 2』 3± O．82mg，dlと

他群に 比 しヤ 守
．
値を 示 し，そ の 後急蝉 して 5 日 「1

’
14，

．13 ± 4．1．21
’
iigi
’
dlと寝1一1と な りそ の 後減少して 8H 目 1に B、．

87mg姐 と冫なつ 攻τ．

　   ）　異 冨 分娩 に よ る新 生 男 蘭・盾総 ピ但

　 こ こ で云 う異 r 分娩 に よ る新 生 児 は 第 15表 の 如 く，キ

ニ ーネ に よ る 誘 導 分 娩児 ， 骨盤位娩 出児 ， 鉗子 分 娩 九 ，

腹式帝 下 切開兜，頭血 腫児，晩期廴娠 中 毒症等の 妊暗婦

よ り娩出 さ れ た 児， 及び体重2500gr 未満の 未熟ジ己の τ

群 に 声類 し た ．尚
，

キ ニ ーネ r一よ る分 娩 誘導 ｛二は，壗 配

キ ＝＝　一　fi狂 0．3gr 宛 2 回 経 口 投与 し 1 ［弼注腸 し2⊂ ．

　異常分撫 L よ　新
「e 児全例 二綜合 す る と，正常分娩 に

よ る 新生 児 の ナ
日
合 と回 様 に，生 後乞増 して 4 日 目 に岸高
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第／5表 ： 異営分 娩に よ る 新 生 児 血 清 総 ピ 値 （皿9娼）

　　　　　「．丶
鯔 墜臑

9
　　一
灸員

．
旆

　　　　　　ゴ1T
〒丁73
紺 　　幻

一
「
一

　

匪
1 ず1　　 10 　

‘
僵飄1纛霈 、

誘 塵

分娩児平均縦
．
尋：墾

6．＿7　＆．62
士 ∠ り 1 士2 ？6

帰疋　　6　　 5 气　　　∫　　 4 　　　4 　 14 　　 卆　　　2山
骨盤位
厩出児

鉗 于

輸 、編 煮籌職 、薪 糴 1蠕 選：毒呈編 驪
6・苫ア1

亅鉱 227 　　　　ド　1一 『 2　　 7 　　
7

分娩児平剴
価 ヲ 5．σ 5、L尸68 ．55 ！プ．4」 1aア61 丁．囗9．7．8 邯 ヨ」 5・鉾

　　1
　　 　　 2

翌、　 1　 ど

一
τ
一一

7 　　 　
−．
2 　　 3

　 と 　　 ク

2．95 ∫．詔
2 　　 2

拓 9 ’ ．’0．訪帝 王

環

切記
1
雎 剛

・83 研 1乳723 ．．ヨa6 ．97 ．5・55
5 賦　 ．　　　　 ‘　　　〒　　 5

薊 職 塀

　 5

ノ．ヲ 2重o．6232f
．

室1．26 編 ．鋳 鰯 賜 身殲 鍔鯱
磁

巾誹
引
馭 4 　 　 　5 ヲ　　 ご　　一弖　

1

症灘 輔 瑠 謁．罫
5
「
刀 a28 プ9・22

上1．36 土ク．d3 ．ギ ．14

　　　 　　 　　　 　　 　　　
4 −．．

羅 荘羅

　　　　　　　　　　　　蜘

r　 　 白 5 ∫

禾熟児
平鵬 ．影踊 ± 1506

毋 　β．07
　　 ムど．訓

〃．52上守．95
アヨ衄
上イ 胡

1
ア4 ∫ヲ ／264 ．．「ρ．4
士調 253 ．％ 士33

　　 　　 吐　　 4i 　　 ヲ5

合 言輌 鵬 L鰯
　 ．326
．3‘

1± 厂02

厂゚
　 　 3 θ

3．‘5 〃 53
エ1．131」厂．ノ6

　 3F

」瀦
2 匚＝巫
12罫

尸0851 溺

士227 土豊 則± ゴ o

松　　 木

値 12．54 ± 2．工8  ld1に達 した が ，
3 日 目 の 11．53 ± 1．T6

m9 ／d1以外はす べ て 正 常 分娩 に よ る 新 生 児 よ りや 』 高値を

示 した．

臍帯血総 ビ 値獣 熟児 の 2．03± O・S2ngla！tt最高に ・ 誘

導 分 娩児及び頭 血 腫 児，鉗 了
」

分 娩児 ，骨盤位娩出児・帝

王 切開児，　妊娠中毒症産 児の 1幀で， 帝王 切開児 及 び妊

娠 中毒症産児 以 夕トは い ずれ 亀正常分娩 に よ る新生 児の 1．

86± 0．32  ldl よ り高値 であ っ た ．正 常分娩 に よ る 新生児

と同様に総ビ値 が 4 口 冒に 最高を示 した も の は ， 鉗 子 分

娩 児，　頭 血 腫児及び妊娠 中 毒症産 児で，　早期 に 3 目目

に 最高値 に 達 した の は 骨盤 位娩 出児 及 び 帝王 切閉児であ

り，正常分娩 に よ る新生児 k り 1 日遅 れ て 5 口 賑 こ 最高

値 に 達 した もの は誘導分娩児及び未熟児 で あ っ た．最高

平均総 ビ値は未熟児 ， 頭血 募重「尼，誘導 分 焼児，妊娠中毒

症 産 児 ， 鉗子分娩 児，骨盤位娩出児，帝王 切開児 の 順 に

高 く，正常分娩 に よる 新生児 の 12．1丁 土 1．06皿琶岨 よ り低

値 を 示 し た の は 鉗 子 分 娩児，骨盤 位娩出児 ， 帝工 切 開児

の 3群で あ っ た．各群 とも最高偵 に 達 して か らは 次第 に

減少 して ，
8 日 目 に は 未熟児 ， 誘導分 娩 児 ， 頭血 目重児，

鉗 子 分 娩児，骨盤位娩出児，妊娠中毒症 産児，蔕王切開

児の 順 に 高値 を 示 した ．

　 以上 の 結果 か ら ， 異常分娩 に よる 新生 児 の 総 ビ 値 は 各

群毎 に 種 R の 推移 を 示す 事 が 判つ た が，未熟児 を筆顕 に

頭 血 腫児，誘導分娩児は 正 常分娩 に よ る 新生 児 に 比 しか

　な りの 高値 を示 し，最高ビ値 に達 して か ら も そ の 後の 減

　少が 他 に 比べ 遅延 し た．一
方 ，帝王切開児は 正常分娩 に

　ょ る新生児よ りも全般的 に低殖で，3 日 国に最高値 に達

　した が，そ の 後漸減 し て 8 日 目 に は 全群中最低憤 を示 し

　た ．骨盤位娩 出児 と鉗 子分 娩児 は 最高値に 達 す るの は夫

々 3 日 目 ，
4 日 目 と異 つ て い た が

，
正 常 分 娩 に よる新生

第／6表 ：臍 帯 血 血 清 ビ 値 （ngiUl）

纛 繍靈覊圜
　暢豐齪 紐型騷馨11仁1

4．61− 25

児 と大体同様の 経過を た どっ た．

　 （4）　ABO 式．血液型 組合せ との 関係

　第 1節で述 べ た よ うに 母児間 A．B （）式 ［直腋 型 の 組合せ

を適合群 と不適合群 と に 分類して ， 臍帯ti｛tビ 値 を 観 察 す

る と第 16表 の よ うに な る． 生 下 時体重2500gr 以上 の 場

合．総 ビ 慰 坏 適合群 が や 覇 値 で あ る 力塙 ビ値 は 1郭
一

致 して い る． 体重2500gr 以 下の 場合は適合群 が 総 ビ

値，直 ビ 値共に僅少乍 ら高値であ り，全体 と して臍帯血 血

清 ビ 値で は，適合群 と不適合群 とに 殆ん ど差を見出 し得

な かっ た．全新 生 児血 清総 ビ値 を適合群 と不適合群 に 分

け て そ の 推移を み ると第 17表，第 1 図の 如 く，臍帯血で

は ほ 窪 同値で そ の 後急増 し て ，　 4 日 目 に 適合群は 12．39

  1dl，不適令群 は 12．511ng超 と最高値を示 し，以 後両者

共 に 漸減 し た．即 ち，
ABO 式上血液型適合群 と不 適合群

に 於ける 血清総 ビ 値 の 差は，臍帯血 及 び 生後股静脈血 の

い ずれに 於 て も殆 ん ど認 め られ な か っ た ．

　　（5）　血清 ビ 値 と黄疸

　 ABO 式 血液 型 適合群 と不適合群 とに 分 け て，血 清 ビ

値と黄疸 の 消長を検討す る と第 17表及び 第 1 図 の 如 くで

あ る．

第17表 ： ABO 適 合 ，
不 適 合 別 血 清 ビ値 と 黄疸 度

後

　　　囲膏吊 股 胴 　f　 234567 　 8

適　ビ題 1・873056 ．158 ．3671．7512r3了
7．72

ア168
ノ，76

厂ρ．σ
厂，ぎ38

，291
．416

．7313
『ロ　 ビ適 o．40o ．ア61 σ71，3丁 ア，65

群 黄祖戻 o，050 ．53 ア2ケ 1611 ．701571 ．3θ θ．％

繋 ビ値1 脚 3．16 ‘，478 ．50 ，153 隰5117、86 ”．砌 6、4星16，7∬
σ．74 1631 ，7£ 1．η 再55 ’．431，4

含 直ピ値 側

群 麺 薩

F、201．320
，030．55 ∫．12 ’．551．‘91 ゐ0131 ’．θ8

　即 ち適合群 の 血 清 ビ値 は，総 ビ 値 の 場 合 ， 隼後急増 レ

て 4 日目に 最高値 12．39mg ！dlとなり以後漸減す る．直 ビ

値は生後 1 日 目 よ り漸増 し 5 日 目に 最高値 1．T6mg！dlと な

りそ の 後漸減す るが ， 総 ビ値 の 場合 と異 り下 降 の 傾 向 が

著 明で ない ．黄疸 は生 後血清 ビ値 の 上昇に 遅 れ て 次第

に そ の 強 さ を 増す が ，
5 日 目が 最 も 強 く黄疸度1．70を 示

し，以 後 血 清 ビ 値 の 下降に遅れ て 弱 くなり 8 日 目 に は 0．

96を 示 しそ の 後漸 次 消退す る，

　ABO 式不適合群 の 血 清 ビ 値も，適合群 と ほ ま同様の

推移 を 示 し， 総 ビ 値，直 ピ値共 に 不適合群 と適合群 とに

は 殆 ん ど差 は な い と云える．不 適合群 の 総 ビ 値は 4 日目

に12．511119紐， 直 ビ値 1ま 5 日目 に 1．77  1纛1と最高 を示 し
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

462− 26 新 生 児 鋤 清 tf　 1）ル ビ ろ 全 血 一モ グ ・ vr　
’
v ，血 清 蛋 白 消 長 横 疸

長消の度疸
、
‘値ビ総清血児生新図鋤

　 　 　 　 　 　 　 00 ．2JT56 ア 8
　　　　　　 〔臍帯〕〔障

蠕 甲 、

　　　　　　　　　 生後日取

そ の 後夫 ’女
一
ド降 した ．黄疸度1よ生後 1 日目 に は0．03で，

こ れ も適合群 の 場合と同様 に∫血清 ビ値 の 上昇に遅れ て 強

さ を増 し 5 日 目 に は L69 と最強を示 すが，そ の 後黄疸 が

消退期 に 入 っ て か らも適合群 との 間 に 著差 は認 め られな

か っ た．

　　（6） 小 括及 び 考按

　 新生 児で は 分娩 直後 か ら既 に 過 ビ リル ビ ン血 症 の 存在

す る事 は ，　HirschBi）

や YIPP632＞ 等 に よつ て 古 くか ら

認 め られて い る が，私の 実験 で も全 新生 児の 場合，臍帯

Jfi］．総 ビ 値 は 1．88±0．24mgi’di
， 分娩当 日の 末梢！fii，で3．10±

O．71rag．’田で こ れ を裏書き した ．以 後増量 して 4 日目 に ユ2

．42 ±0．86ngi’dlと最高 を 示 し そ の 後 次 第 に減少す る．直

接 ビ 値 は臍帯血で0．41± 0．07mgrdl
， 5 口 目が 最高でユ．76

± O．17mgi
’
dlであ る．こ れは成 人の 正常値

33 ，

（総 ビ 値 0．2
〜 0．8  斌 直 ビ 値 0〜 0 ．2  〆d⊥） に 比 べ 非常 な高値で

あ る と云え る．

　臍帯 血 総 ビ値 に 就い て の 報告は BeViS3a） 1．  8  畑，
J・hnst・ne3 ’11 ・2τEtgi

’dl，　 H ・lbrecht3ff）1．41mgia！
，
　 M ・11i・・ n

＆ Cutbushs ） 1．5ag／dl，　久共
zs 〕1．54± 0．06mgi

’
dl

，　示寸尾
3 η

1・69± O・52”9／d1，　 Davidson ＆ Merrit ：s〕 1．69r  ldl，　字

wr・：St　1・SOmg！dl，松 井
4°’1．821ng！dl等が あ り，　 M ・ sler …

は

血 液型適合群で1．41〜1。60mε翅
，

不適合群 で 1．61〜1．80
  ，凪 Hsia4の

は 適合群 で 2．2mgldl，不適合群 で 2．0   畑，
DOring “ ）は擠帯動脈．血で3．10nlg趨，臍帯静脈1血で2 ．86mg
姻 と報告 して お り，私 の 測定値 は 宇 野

鋤

及 び Haia4：） の

そ れ に 近 い ．

　直 ビ値の 生 後逐 目的 な消長に就い て は Mallo》 ＆ Ev ．

elyn 法 に よ る報告 は余 り．見 当 ら な い ．筒井
22 ｝

は Aceton

法 に よ り新
．
生児血 清 ビ値はす べ て 間接ビ リル ビ ン の み で

あ る 事 か ら
， 新生 児 生 理 的黄疸 の 本態 は溶 血 性 で あ る と

断 じて い る が，私 の 成績で は 直 ビ偵 は 間 ビ 値に 比 し確 か

に 少暈 で は あ る が，臍帯血 及 び 股静脈 血 の い ずれ に於 て

日 産 婦 誌 14卷 7 号

　 も認められた．

　　生 下 時体 重 別 に み た 「血清総 ビ 値 は，　2500gr 以 上 の 児

で は ビ 値の 消長に 著差 は な い が，未熟児で は臍帯血 で 2．

　
03士 0．82mgldl，最高値 の 5 日 目 で14．13 ± 4．121119，’dlと臍

　帯 血 及 び股静脈 血 で の そ の 後の 推移共 に，正常分娩 に よ

　る 新生 児 に 比 べ 高値で あ る．こ れ は臍帯血総 ビ値 が 満期

魔児 で 1・98嚠 ，未熟児で2．63・gidlと報告 した N ・PP… 1

　を始 め宇野
制

，久 具
2／’）

の 報告 に 濠 爻一
致 して い る．Fin−

　
dlay45 ）

は新生児生理 的黄疽 は未熟児で は 強度 で 且 っ 運

　延す る と云 い ，Rapmund461 等も低体重 群 に 高 ビ リル ビ

　ン 値が み られ た と報告 して お り，
1｛siad2 ）

は 未熟児で臍

帯」肖総 ビ値 が 1，2〜 1．3mg，，alと逆 に 低値だ と し て い る

　が，生後 の 推移で は 私 の 成績 と 同様に 正 常 分 娩 に ょ る 新

生 児 に 比 し高値 を とり， 最高値1，ま12。4〜15．3111g姻 で あっ

た と假告 して い る．

　 異常分娩に よ る新生児 の 血 清総 ビ 値 は ， 全 般的 に 正 常

分娩 に よ る 新 生 児 に比 し高値で，骨盤位娩出児 ， 帝王 切

開児 は 生 後 3 日 M に
， 鉗子分娩児 ， 頭 匝腫 児，妊娠中毒

症産児は 4 口 目に，誘導分娩児，未熟児は 5 日 口 に最高

値 に 達 し，そ の 最高平均総 ビ 値 は，未熟児 ， 頭∬1捶児 ，

誘導分娩児，妊娠 中 毒症産児，鉗子分娩児，骨盤位娩出

児，　帝王 切開児 の 順に 高 く，　最 高総 ビ 値 の低 い も の 程

生 後比較的早 く最高値 に 達 しそ の 後 の 総 ピ 値 の 減少 亀早

い よ うで あ る．　
一

方 ， 未熟児，　頭1血腫児， 誘導分娩

児等は最 高値 に 達 す る の はや Σ 遅 れ るが 他 に 比 し 高値

で，総 ビ値 の 減少 も若 干遅 延 の 傾 向 が みられ た．即ち，
未熟児 の 場 合 は 生活力 が微弱 で肝機能不全 が 考え られ る

が，Obrinsky47）

もこ れを認 め て お り， 叉 ， キ ニ ーネ投

与 1慧 る 誘導分嫐 己の 場 合 ， 宇野 蝦 与群 と非投与群

に著差が あ る と云 い ， 柴 山 等 は 妊婦 に全量 0。3gr の硫
酸キ ニ ー

ネを分割投与 して 児肝機能 に 障害 を 与 え た と

報告 して い るが
， 私 の 成績でも投 ケ群 の 方 が や S 高値 で

キ ニ
ー

ネは 児 の 肝機能 に 対 し多少 の 影響を 与えるもの と

思 わ れ る．従 っ て 新生児血清ビ値 を左右 す る
一

因 として

肝機能 不 全を挙げ る必 要 が あると考 え る．こ の 点 に 就い

て Sc始 fer4日冫
や Weech4g ）

も ビ リル ビ ン負荷試験を 実

施 す る事 に よ り黄 疸 児に 肝機能不 全 が あ る事を確認 して

い る ．こ れ に 反 し児頭へ の 機 械的圧迫 の 少 な い と 考 え ら

れ る帝王 切開児 は，臍帯 血
， 生後股静脈 血 共 に 低値 で あ

り，逆 に 頭血 腫 児 で は 高値 であ る 事 を 考え る と， 新 生児
の 過 ビ リル ビ ン 血 症 が 分 娩経過殊 に 児頭へ の 圧 迫 とあ る

程度関係 が あ ろの で は な か ろ うか と推定 註れる．

　臍帯血 総 ビ値 の 危険 域 を Pew4 〕

は 3m 勲 1以 上
，
　 Hsi 一
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亳　 ：

昭和37年 6 月 1 日 松 　　木

a4m は 5mg 姻以上 ，
　 Mollison8） は 5．6  ldl以上

，
　Allenは

7   翹以上 として お り，私の 成績で も 5  ，U1以 上 を 示 し

た の は 192例 中 1例 の み で
，

こ の 例 も後 に 強 度 の 黄疸 を

現わして い る事か ら 5　ingJdlL）（上 を異常値と考 え て 良 い と

思 う．

　ABO 式血 液 型 適合群 と不 適 合群 に於 け る総 ビ値 の 生

後推移は，殆ん ど差が 認 め られ な か っ た． Hsia42） も両

者の 閲 に有意差は な い と述べ て い る．塩津
5e）
，久具

23｝
は

ABO 式不 適 合児 が適合児に 比 べ 早期 に 黄疸 が発現す る

と云 っ て い るが，私 の 観察では両者間に 著差が な く， 総ビ

値 が 4 日 目に 最高値 を 示 すの に 黄疸 は そ れに遅れ て 適合

群 ， 不適合群共 に 生後 5 日 目に最強に な り以後血 清 ビ 値

の 下降 に遅れ て漸次消退す る．こ れ に 関連の あ る 文献と

して Allenは ，黄疸 が 発現す る に は 堕L中 の ビ値 が 上昇

し組織 に沈着す るだ け でな く，そ の 他 の 何等 か の 因子が

作用す る事が 必要で あ る と述べ て い る が
，

上 述 し た よ う

な 私の 実験諸成績 を綜合的 に歐 み る に っ けて も， 新生児

血 清 ビ 値の 増量 とい う現象を解釈す るに は，児頭 の 圧 迫

や児 の 肝機能 の 未熟とい う因 子 を含 め て
， 更 に複雑 な諸

因子 が存在す る か も しれ ない 事 を考慮 せ ざ る を得な い ．

　第 3 節 ：新生児全血 Hb 値 の 消長

　 （1）　全新生児 全．血 Hb 値

　躋帯血 Hb 値 の 分布 は第 2 図 の 如 くで， 全体 として

11〜22 鉚dlに 亘 っ てい るが，大多数 （89％） は 14〜199

1dlに 分布 して い た ，更 に
， 測定可能であ っ た 181人の 新

生児 を正常分娩 に よる新生 児 と異常分娩 に よ る新生児に

第 2 図 ： 臍 帯 血 Hb 値 の 分 布

50

　40
例

　 30
数
　 20

σ1

分 け，異常分 娩 に よ る新生児 を更に 細分 して そ の 各々 に

就 い て 全 血 Hb 値 の 推移を追求 して み る と第 18表 の 如 く

で あ る．

　先ず 全 新 生 児 に就 い て 検 討 す る と ，臍帯血 で 17．14± 0．

3191dlで あ っ た の が 分娩当 日の 末梢．litLでは21．66 ± 0．93

g　／dlと著明 な増加 を み る．然 し 1 日 目に は20．40 ± 0。85
81dlと逆 に減少 しそ の 後漸減 しっ x8 日 目に は 17．00±

第 18表 ： 新 生 児 全 血 tib 直 （9　，・’dl）
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1．25　g　！dlになっ た．正 常分娩に よ る新生 児も こ 礼 と殆ん

ど同 様 の 傾向で 経過 した．異 常 分 娩 に 兵る新 生 児 の 場合

は そ の 各群 に よっ て色 女 な経過 を た どる ．異常分娩 に ょ

る 新生児全体と し て は臍帯血 で 17．2 ± 0．3Sgld1 と正 常

分 娩 に よ る新 靠児 に比 して や S 高 い が ， 分 娩当 日 の 末梢

．rllLで は 2L 　65 ± 1．12　g ピdlと低 くな り
・そ の 後 も 正常 分 娩 に

よ る新生 児 に 比 し低値で経過 した ．臍帯血 では．未熟児

の IT．45 ± O．51　g 齟 が 目立っ て 高値で ， 次 い で妊娠中毒

症産児 の 17．15 ± 0．48　g　fdl， 他 は す べ て 旺常 分 娩 に よ る

新生児 よ り低 く頭血 腫児，骨盤位娩出児 ， 誘導分娩児，

鉗子分 娩児，帝王 切開 児 の 順で あ つ た．生後経過は い ず

れも同様に 分娩当 日末†削 iLで増加 しそ の 後 潮 減 す る 傾 向

を 示 し た．た だ未熟児 の 場合 ， 臍帯血 と分娩当 日の 末梢

血では 最高 を 示 した の に，そ の 後は 他 に 比べ 急減 し 8 日

目 も最低 の 16．7191dlであつ た事 は 注 目に 価す る， こ の

未熟児で の 推移を正 常分娩に よる新生 児 と比較 した の が

第 3図で あ る．

　 （2）　ABO 式血 液型 組合 せ 及 び 生 下時体重 と の 関係

　新生児をABO 式血液型適合群と不適合群 とに分け ，

そ の 各 女 を 生下 時体重2500gr以上 と以下と に 分けた の

が第19表であ る。

第 19表 ： ABO 適 合．不 適 合 別 全 血 b 億（9　idlH）

　体重25eegr 以．上の 新生児 に 就 い て み る と， 臍帯血 で

は適合群 17．15g 　i
’
dl

， 不適合群16．88　 g 趣 と適合群 の 方

が 高値を示す が，分娩当 日 の 宋 梢．血で は殆んど同値で以

後 は適合群 が僅か乍ら高値を 示 しっ y 両者共に漸減し，
8 日 目 に は 夫 々 1τ．09g 〆dl， 16．95　 g　

，

td
］と な る．

N 工工
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第 3 図 ： 正 常 分 娩 に ．辷る 新

　生 ！L と 未 熟 児 の 令 血 Hb 値
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第 4 図 ： 新生 児 1血清 総 ビ 値

　 　 　 と 全 並［ Hb 値

H』・
聡

”

爺
ぐ＼

＼

、ピ

oo 厂 2345678
（済帯）　　　　　 士後 目譲

　体重 2500gr 以 ドの 場合は ， 臍帯 血 では適合群 17 ．47

g 畑，不適合群 IT．42　 g　
，
ldlと殆ん ど同値で，分娩当 日末

梢血で は 不適合群 が や X 高値 を示すも以後は逆に 適合群

が僅 か乍ら高値を 示 し，8 日 目に は 夫k16 ．T39 烈，16

．6891dt と な つ た．

　体重 を観点と して 推移 を検討す る と，適合群 ，不適合

群共に臍帯血 と分娩当 日の 末梢血 で は 2500gr 以 下の 方

が 高値を 示す が，以後は2500gr以上 の 方 が 高直 を示 しっ

x 漸 減した．

　 （3） 1血清 ビ値 との 関係

　赤血球 が 破aj　LVれ て ビ リル ビ ン が 造 ら れ る な ら ば，赤

血 球 の 製造速度 が 破壊且 っ 処理 さ れ る速度 よ り早 い 間 は

Allen 等の 云 うよ うに 高 Hb 値 ・
高 ビ値とい う状態 に な

るが ，赤 血 球破壊速度 が 早 くな っ て くれ ば低 Hb 値 ・

高 ビ 値 の 状態 に な る もの と考 え ら れ る．第 4図は，こ の

Hb 値と血 清総 ビ 値 との 関係を み る た め に 両者 の 推移状

態を示 した も の で あ る．

　即ち ， 全血 Hb 値 は 臍帯血で1T．14 ± D．319 畑 で あ

っ た も の が 分娩当 日 の 末梢 血 で は 2L66 ± 0，93　g　／dlに 急

増 し，そ の 後なだ らか な 曲線で下降 して い る．こ れ赴硬

に 詳 し くみ る と第 3 図 の 如 く分 娩当 日 よ り1 口 EIに か け

て の 減少が 著 明 で あ る．こ れ に対 し総 ビ値 は 臍帯 血 で 1．

88± 0．24ng／dlで あ っ た の が 4 日 目 に最高値 の 12．42± 0。

86iigidlに 至 る迄急増 しそ の 侵は減少 して い る．全体的

に 眺 め た 両 者の 関係 の 中 で ，
Hb 値 の 分娩当 日 の 急 増 が

特異的で あ る が ，
1U 目以 後の Hb 値 の 減少が ビ値 の 増

量 に あ る 程度関係 して い る もの と推定 され る．

　 （4）　小 括及 び 考 按

　 血 球崩數 び 造 珀1機能 とい う両作用 の 総括的推移 と考

え られ る全 血 Hb 値 の 消長は ，

一
般 に娩出直後 は成 人に

鮎 し非常な 高値 を 示 し，生後 日数 の 経過と共に漸減 した．

　先ず臍帯血 Hb 薩 に 就い て は SchwenzerS ’〕
の 14．T5

9 姻，新津
卿

の 15．56g 　i
’
dl，　 Barman53 》

の ユ7．05 ± 1．8了
’

g 齟 ，村尾
3T〕

の 1T．26 ± O．28g 網 等 の 報告 が あ る．　 X
，

Mollison ＆ Cutbushs’ は平均値が 1ε，559 畑で全例 の

95％は ユ3．6帰19。6g 佃 の 範囲に あり，
　 tt帯血 ビ 値 が 5．6

  畑 以 上 ，Hb 値 が 9．691d ！以下 は危険であ る と述べ て

い る が，私 の 成績 は 17．14 ：ヒ0．81g 　，
tdlで89％ が 14〜19g

i
’
d1に 分布 し て い た ． 即 ち， 平均値 は Barma 茸

53 ｝
や 村

尾
ヨη

の そ れ に近 く， 夢布範囲は Mollisena） の 報告に 大

体
…

致 して お り，Hb 値が10g 趨以 下 を示 した もの は 1

例も な く全例が Molliso115〕 の 云 う危険域 に は存在 しな

か っ た．Barn ユani
：／

も 全 症例 の 9．5　．　4・％が 12．31 〜20．78

g　idユに 分 布 し ，
13．3g 燭 以 下 を異常値と考 え るべ きで あ

る と報告 して お り，Pierce54） は 4 〜15　g 烈 を貧血域 と

述 べ て い る が，私 の 成績 か らみ て 屯臍 帯 血 の 場 合 工4g 佃

以 ドは 異常値 と考えて良い と思 う．

　全 血 Hb 値の 全般的な消長は，藤森
551
，新津

iZ）
の 報

告 と大 体 同 じ傾 向 を 示 しだ が 分娩 当 日 の 急増 が 目立 っ て

い る．こ の 生 下 直後 の 急増血 の 原因 と して は，血 中酸素

欠乏説，生 ド直後 の 水分欠乏 に よる ∫直蔽 濃縮説，分 娩外

傷 に よ る 骨 髄 圧 迫 刺 戟説 ，胎 盤 血 流 入 に よ る血 液過 充 溢

説等が 挙 げ られ て い るが，⊥述の 如 き色 々 な 因子 に よる

血 球増加 が 血 球崩壊に よ る血 球減少 を、L廻 るた め で あ ろ

う．

　BOgin ”fi〕
や Brown ・：7｝

は Hb 値 の低下 と 血清ビ値の

上昇 と の 間に は 関係 が ない よ うだ と し て い る．確 か に 血

清 ビ 値 曲線 の 頂 点 と Hb 曲線 の 基底 とは
一

致 して い な

い が，血 清ビ値 の最高期前後に は 血 球崩壊機転と共に 造

血 機能も 亦亢進 し，新生 補給 が 行わ れ て い る た め で あ ろ

う と解 さ れ，全 般 的 に は 両 者 の 増 域 に は 関係 が あ る と思

う．

　尚，ABO 式 f亘L液理適合群 と不適脊群 とでは 全 血 Hb

値 の 差 は 殆ん どみ られ な か っ た ．叉，未熟児 の 場合，臍

帯血 と分娩当 日 の 末梢血 では他 の 新生児 に 比 し最高値を

示 した の に，そ の 後 は急減 した事は 注 目 に価す る が こ れ

は 久 具 の 報告 とb9　X’一致 して い る．

　第 4 節 1 新 生 児血 清蛋 白の 推移

　 （1）　正 常成熟新生児の 血清蛋 白

　妊娠後半期健康で あ つ た 妊婦 よ り娩出 され た 2500gr以

上 の 成熟新 生 児 65例 の 臍 帯 血 ，及 び生 後 追 求 出来 た 児 の

股静脈 L鰄 こ就 い て 検討 した が，そ の 平均値 を ま とめ る と

第 20表の 如 くで あ る．

　A ）総蛋白濃度
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第 6 図 ：A 且・の 相 対濃 度

465− 29

40
。† す す す 端

一
茄

を通過 し うる 特性が ある の で ， 恐 ら く哺乳 の 量及び質 に．

よっ て最も影響を受ける 分画と想像出来 る．

　そ の 相対濃度 の 推移 を観察す る と第 6 図の 如 くで ． 生

後 Al 値 が 臍帯』冠よ り減少した 後 ， 漸 次増加 の 傾向を た

どる．こ の 生後減少は 生 後 1 日 目N は 2 日 目の 哺乳量 が

少い 上
， 新生児は個体の 維持 に多 くの Al を 動員す る結

果 A1 の 生 成 と消費 に 不均衡 を きた した た め と 考えら

れ ，
こ れも哺乳量の 増加 に っ れ て 解消 され て 寧ろ増加 の

傾向を と る．生 後 8 日 目迄 の 平均値 の 変軌 よ第 2嗾 の 姫

く相対濃度は3．74％，絶対濃度は0．28g 畑であ っ た．

　ii）α
一グ ロ ブ リ ン （α一Gl と略す）

　α
一Gl は A 且 の減少す る 時 に代償的 に 増加す る 傾向 ゆ

あ る分画であ る．

　そ の 相 対濃度 に 就 い て は第 7 図 と第 8図に 示す如 く．

α 1
．G1 は 3．O〜 8。9％，　α 2

・Gl は 4．1〜12。3％でか な り」

広 い 範囲に 分布 して い るが ， 個 々 の 症例に 就 い て の 変卿

は著 明 で な い ．平均値の 生 後 8 日 目迄 の 変動 は ． 相対濃
．

度 は 。 ，
−Gl　M・1．OO％

，
・ 、
・G1が 1．83％，絶対濃度は ・ ・

−G“・

b：0．08g ！d1， α 2 −G1 が O．12g！d，1であつ た・

　 iii）β
一グ ロ ブ リン （β一Gl と略す）

　β．Gl は 色 々 な 物 質 ， 殊 に 鉄，プ ロ ト ロ ン ビ ン 及 び ｝”

％

90

7．0

5．0

3．0

第 7 図 ： α L
．G1 の 相 対 濃 度

　　　　　　　　　　　　　t．x

綫 …摯i…彗劇

0123 ．45
’
678 巳

第 8 図 　α 2
−Gl の 相 対 濃 度

　第 5 図 に 示す よ うに 5．0〜 8，4g 佃 の範囲 に分布 し，

個々 の 症例では騰帯血 と生後宋梢 血 との 問に は ， 哺 乳 量

の 増減 と質 ，
生 理的体重減 少率等の色 々 な因子に影響さ

れ
一

定 の 変動 を 認め 難 い ．平均値 は第 20表 の 如 くで生後

8 目 目迄 の 変動itXO．3T　g　／dlに と ど まっ て い る．尚，生 後 1

日 目 の 総蛋白濃度 が臍帯 血 の そ れ よ り増加 した も の は 22

例 巾 ユ3例，減少 せ る もの 9 例で 増加 した も の が や tS多い ．

　B ）各蛋白分画 の 相対濃度及び絶対濃度

　 i）ア ル ブ ミ ン （Al と略す）

　Al は グ ロ プ リン に比 し分 子 量 が 小 さ く容易 に 血管壁

％

加
　
1

10．0

6．0

6．0

●

　 　 　 　 　 　．　 　：　 t．

1を緯 蓊

0 了 2345678E 塾
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466− 30 新 生 児 の 血 清 ビ リ ・レ ピ ソ ，全 血 ヘ モ グ ・ ピ ン ，血 清 蛋 白消 長 と 黄疸

ロ ン ビ ン 等 と結合す る性 質が あ るの で ， 溶血 を強 く起す

と β一GI が 著明 に 増加す る の をみ た．従っ て こ れ らの 症

例 は 本研 究か ら除外 した ．

　β一G1 も α ・G1 と同様個々 の 症例に就 い て の変勤は 著 明

で なか つ た．β
一G1の 相対濃度 は第 9 図 の 如 く 5．1〜13．5

％ とか な り広 い 範囲 に 分 布 し てい る が，そ の 平均値 の 生

後 8 日 目迄 の 変動は相対濃度で2．05％，絶対濃度で0．13

9 ，紐 で あ っ た．

　iv） γ
一グ ・ プ リン （ッーGl と略 す ）

　7−G1 は 抗体との 関連で最 も 重要視さ れ る 分画 で あ

る．

％

初
　
1

12．0

／0．0

8．o

5．o

第 9 図 ： β
一G1 の 相 刻 濃 度

1葬 ｝蕪 i：
鎌

」
．

f’・　 ・
：T．

喟
　

’’
　

”

　：
吻

　　　　　 ●
　 ●

巨産婦 誌 14卷 7 号

さい と云わ れ て お り， Al と同 様 の 因 子 で影響を 受け る

た め で は な か ろ うか と想像 さ れる．こ れ の 平均値 は 第 20

表に 示 して い る 如 く， 生 後 8 日目迄 の 変動は相対濃度で

1．41％，絶対濃度で0。119 〆d1で あっ た ．

　 v ）AIIGl

　 Al1Gl を 知 る事は肝機能の状態叉は生体 の 鋤 き を察如

す る 目安 とな る．即 ちこ れ は 血清蛋 白減 少が そ ん な に 著

し くな い 時 で も既 に 異常値 を 示すの で ，
こ れ を知る事は

総蛋白濃度測定とは診断上異 っ た意義が ある．

　 こ れ の平均値は第2G表の 如 くで Al の 増減 と平 行 し，
生 後 8 日 目迄の 変 動は 0．18であ っ た．

　 （2） 未 熟児 の 血 清蛋白

　生下時体重 2500gr 以 下 の 未熟児 3例に 就 い て 血 清蛋

白の 推移 を検討 した．

　 A ）症例 1 （第 21表）

　生 下 時体重 24rOgr， 在胎期間 34W 十 　6　T ， 成熟徴候

あ り．臍帯血 の 蛋 白鱇は 諸家 の 報告す る 虹娠 9 カ 月の 胎

児の そ れ に 相 当 し
， 在胎期間 と

…
致 した．生後に総蛋白

濃度 は増 JJnした が，生後 8 日 目 に は 哺乳量 が少 く，総蛋

白濃度もや 》 減 少 した．Al の 相対濃度は 4H 目に減 少

28．0

24．0

20．O

ゴ6．o

12．0

8．0

012345678
．
日

第10図 ； γ
一Gl の 相 対 濃 度
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第21表 ： 症 例 1
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駈

012345678 日

　
一e の 相対 濃 寞の 分 布範 囲 は第1咽 に 示 す如 く， 8．0〜

tl8．5％ で 全 分 画中最 も広 い が そ の 大部分 は20％以上を示

し た．個 々 の 症例 に 就い て は Al と同様，臍帯血 と生後

tik：梢血 との 間 に は か な りの 変動が み られ た が一
定 した も

の では な い ．こ れ は
， ツ

ーGI は Al に 次い で 分子 量 が 小

し 6 日E に は 増加 して い る． γ
一Gl は 6 日 目 よ り減少 し

て お り，こ れを正常成熟児 と比較す る と 約 5．5％ も低
い ．然 しこ の 症例は 生後 4 円円 で正常 児の 平均値 に 近 い

蛋自像 を 示 して い る．

　 B ）症例 il（第 22表）

　生 下 時 体重 2480gr，　在 胎期間 41W 十 〇 T ．　本症例は

在 胎期間も40週 を過 ぎ，外観．上成熟徴候 も あ り体重 の み

で未 熟児 に 入 れ た が，そ の 蛋 白豫 は 成 熟新 生 児と殆ん ど

同 じ像を呈 して い た ．

雛22表 ： 症 例 1

　C ）症例 皿 （第 23表）

生 下 時体重23409 ・ 在 胎期間 39W ＋ 5T ． 本症例の 蛋

自像 は ， 臍帯血 で相対 ・絶対濃度共 にAl の 増加 とβ
一GI及

び 7−Gl の 減 少が 目 に っ く．こ の 変 動 は生 後経過 と共に
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第 23表 ： 症 例 皿

’・．・一相苅
．
農 度 〔％）　　　　．

　　　　　　　　　一
糊 ｝

群雛駈
　 A卩 ．

q2 ・．1β・百‘
6．．石6．7 匚、216・76 ・ヰ 響1骸纖 1謬o．400．亨31．鱈

T5 ．呂 55．1　一 4．8727 ・o25守13．愛oo2 　 」2o．41’501．？ヨ「
　

5
5・4．9・岬 ・占 ゴ品

」
3．630　 0．55 θ．451．σけ15δ6G　r．5

δ．05 訌．3
　85イ．4

ポ ．’17 ・1、廴lr611
」 …7．1

厂a84 ．660・540．57
1彳．σ・4，餌 O，44σ．呂7

σ651．匆 7．40
ρ．アFl．4δ 1，凹

lo7855 ．z5 ア
．1109 ．415．7，454 θ、44 θ．85 σ．731．2肌 3電

F26 ．4 碑 1 以．5．日410．o1z6．3．臼2G．2ヨθ5
緬 6．2535 尋．O む皿 ヲ．52 幺　 曾3 跚 2 σ．品

o．641．13r，46　　　．冖一一
σ．5鮒 β51．15

改善 さ れ ， 生後 15 日 目に漸 く正 常成熟新生 児の 蛋 自 像 に

近ずい て い る．

　 （3）　小 括及 び 考按

　正 常成熟新生 児 で の 推移 を概観す る と ，
AIは臍帯血 に

比 べ 生 後著明 に減少 し 5 日 匚［頃よ り再び漸増の 傾向を認

め た． 7 −GI は 殆ん ど大差はない が極 め て 僅 か乍 ら減少

し，逆 に α
一G監十 β

一Gl は 生 後増加 した ．

　総蛋白濃度 は 6．05〜6．42g 畑の 範囲 に 分布 し，
こ れは

Metc。任
5al

の 5．11± O．T6〜5．70± O．45　g　idlや橋本等
59 》

の

5．98gidl よ りゃ 塩 高値で，　 Brown 等
50 ｝

の 6．13± O．64　g

fdlに 大体
一一

致 した．

　Brown は各分画 に就 い て も ，
50例 の 新生児 の 平均値

と して Al　 3．05± 0．45　g 畑，α i
−Gl　O．30± O．08　g ！dl，

α rGl 　e．60±O．139i
’dl

，
β一Gl　O．82± O．23・　9　i

’
dl

， 7−Gl　1．35

± O．289 畑を発表 してい る が，私の 得た 成績もこ れ に 近

く，成人値 に 比 べ 明 か に 7−G1 が 高値 で α 一GI十 β．Gl は

低 笹を示 した．Du 　Pan 及 び Mo 。reeu に よ る と新生 児

の 高 γ
一G！値は最初 の 2 〜 3ヵ 月迄下降し，以 後工0カ 月

間低値 を 続けそ の 後漸増して 成 人 値 に 達 す る．こ の 生後

の 血清蛋白の 変動 に就 い て は，生 後 2 〜 3 口迄の 哺乳量

の 少い 時期 に は ， 個体 の 保持及び そ の 発育 の た め に新生

児 は 自己 の AI を 大量 に 動員 し て こ れ に あ て ，γ
一G1 も同

時に関与す る結果，生成 と消費の 不均衡を来た し AI と

7 ・Gl の 減少が起 り， 代償的 に α
・GI 十 β一Gl が増加す る

よ うに な る と解し得る．尚，こ の 変化 は 生後哺乳量の 増

加 と共 に 徐・≒ に 回 復 さ れ て ， 漸次成人 の 蛋白豫 に移行 し

て ゆ くも の と考 え ら れ る．

　未熟児の 場合，妊娠週数や体重の大小 よ り も，7・Gl値

の 大小 に よ る方 が 児 の 予 後 を 明確 に 判断出来，且 っ γ
・Gl

値 は14％ 以 上 で あ る 事 が 必要で16％以 上 の 場は 身長 ， 体

重，妊娠月数の 如何 に拘 らず生後の 発育良嫁 な こ とは ぽ

曵確実で あ る との 報告
砌 をみ る が，私の 症例も 7 −Gl が

猛 ％ 以 下 の も の は なく全 例共 順調 に 経過 して お り，血 清

蛋白像は 未熟児の 予 後 を判断す る 1 っ の 指標 に な る もの

と思 う．

　以 上 要す る に， 新生児で は血 清蛋 白， 殊に Al の 減

少，Gl の 比較的増加，従つ て A1！G1 の 減少 が みられ，

肝 機能障 害 とは 云 え ぬ まで も未 熟 な た め の 肝機能低下 が

うか が え た。勿論， 新生児血清蛋自の 推移 が 哺乳 の 量 と

質に 大 き く影響 され て い る 事 は 間違 い ない が，血 清 ビ 値

の 増量 とい う事実 を併せ 考え る時，新生児黄疸を理解す

るに は多量 の 赤 血 球 が崩壊して ゆ く溶 血 機転 と
，

肝 機能

の 未熟乃 至 は不 全 に よ る処理 能力の 低下 とい 釧幾転 が 関

与 して い る事 を 認 め ぎ る を得 な い ．尚，そ の際に 児頭 の

機械的圧 迫等の 要素 が溶．唯を 促進す る因 子 と して こ れ に

荷担 して い る の で は な か ろ うか と考 えられ る．

　　　　　　　第 4 章 総括及び結論

　新生児黄疸 に 就い て は ， 古来広 く論議 さ れ て い る に も

拘 らず今 目尚万人を首肯せ しめ る結論 に達 し てい ない ．

近時 ， 新生児溶血性 疾患 の問題が 脚光を浴び，そ れとの

関連 に於て再び注団を集め て い るが ， 私 は 新生 児 235例

に 弑 き臨床的諸事項 との 関連に於 て 肉眼的黄疸 度 を 観

察，母児 の ABO 式1丘腋 型 を 検 査 し，反，臍帯血 及び 児

の 血 清 ビ偵，全血 Hb 値，1血清総蛋白濃 度 ， 粛 青蛋白 の

分 画等 の 逐 口 的な 推移を検討す る事に よ っ て，そ れ ら の

値 の 生 理 的範 囲 の 解 明 を試 み ， 併せ て 新 生 児黄疸 の 成立

機転に 就 い て 考察を加 え 次 の 結論を得 た．

　 （1） 新生児黄疸 は 235・例中 227例 （96．6％ ） に 発現

し，特 に生後 2 〜3 日に発現す る 屯 の が 多 く，発現時期

の 早い も の 程黄疸 が 強童な 傾向を認め た ．

　 （2） ABO 式血液型 の 母児組合せ は ， 適合群 了2．9％

（同型適合 53．1％ ， 異型 適合19．8％ ），不適合群 27．1％で

あつ た．

　 （3） 黄疸度は性別や初産 ・経産別 ， 分娩持続時 間，

臍帯脱落 口，ABO 式 血液型 適合 ・不適合別 とは殆ん ど

関係が な く， 生 理的体重減少率 の 低 い 生 活 力 良好 と思 わ

れ る児で黄疸が軽度である．

　 （4） 新生児 は生後過 ビ リル ピ ン 血症の 状態 に あ る

が，そ の ビ リル ビ ン の 大部分は 聞接 ビ リル ビ ン で 直 接 ビ

リル ビ ン は 少量である．

　 （5）　全新生児 の 節L清総ピ値は，生後急増 して 4H 目

に 最高値 12．42 ±O．86田g姐 と な り以後漸減 した が ， 直 ビ

値は 生 後漸増し て 5 日 日に 1．76± 0．1711］g！dlとなりそ の 後

漸減 した．

　 （6） 血 清総 ビ 値 の 推移 は，異常 分 娩 に よ る 新 生．児の

方 が 」三常分娩 に よ る新生児 に 比 し全体 とし て 高憤 を 示

し，特 に未熟児，キ ニ ーネ に よ る誘導分 娩児，頭」血腫児、

で 著明 で
， 帝王 切 開児 が 最 低 で あ っ た。又，ABO 式血

液型適合児 と不 適合児とで は殆ん ど差 が 認 め ら れ な か つ
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た ．

　 （7） 血 清総 ビ値 は 生後 4 日 目に最高 を示 した が ，黄

疸 は 5 日目に 最強 に な り，以 後 血清ビ 値 の 下降 に 遅 れ て

漸 次 消退 した．

　 （8）　全 血 Hb 値は 分娩当 口に 急増 し，　 1 日 目以後

は 漸減 の 頓向を示 した ．未熟児 で は 分 娩当 日迄 は 他 の 児

に 比 し最高旭 を示 す が ，そ の 後 は 急 減 して 低疸 と な つ

た ．

　 （9）臍帯血 で ， 総 ビ 値は 5U区畑以 上，全血 Hb 値 は

149 翅 以 下 が 異常域 と考え ら れ る．こ れ は 新生 児溶 血 性

疾患の 診断上 に重要な所兄で あ る．

　 （10）正 常成熟新生児の 血清蛋 白 は，成人笹 に 比 し

7−Glが 高値で ，■ Gl十 β一Gl は 低値 を示 し，叉，逐 日的 な

推移で は A1 は 生後著明 に 減少 し， 5 口 目 よ り再 び漸増

した が ， 逆 に α
一Gl十β

一Gl は 生 後増加 し，γ
一Gl は 著 明な

変動 が み られ な か つ た．

　 （11）未熟児．血清蛋 白 像の 検索は，その 予後 を判 定す

る の に 役立 っ もの と思 わ れ る．

　 （12）新 生 児 黄疸 の 発現 に は，多 量 の 赤  吐球 が 崩 壊 し

て ゆく溶 」血機転と，肝機能の未熟乃 至 は 不 全 に よ る処理

能力 の低
一
トとい う機転が重 大な影響を 与え る も の と思 わ

れ ，尚 そ の 際 に，児頭 の 機械的圧迫等 の 要素が 溶 血 を 促

進す る因 子 と して こ れに 荷担 して い る の ではな か ろ うか

と考え ら れ る．
　 　 サ

　 稿 を 終 る に 当 り，終 始 御 懇 篤 な 御 指 導 と 御校 閲 を 賜 つ

た 恩 師 加 来 教 授 に 深 甚 の 謝 意 を 表 す る と 共 に ，種 々 御 教

示 い た だ い た 宮 崎 博 士 並 び に 御協 ソノい た だ い た 渡 辺，小

島両 博：L に 深 く感 謝 す る ．

　本論 文 の 要 旨 は 昭 和 36年／］月191亅第 61回 九 州 医師会 医

学 会 に 於 て 発表 し た ．
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